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資料の構成と要約
頁 項目 要約

1. 移植啓発の方針 • 移植啓発の目的：日頃の対話、態度決定、意思表示を
促す。

• 科学的根拠に基づく啓発活動(EBE)を行う必要性。
• エビデンスと理論に基づいた科学的な施策立案と成果指標
の測定・評価が不可欠。

2-3 移植啓発の目的、現状、その解決方法

4-6 意思表示行動メカニズムに基づいた施策の立案と評価、
具体的な評価項目

2. 京都府の取組（前回資料）に対する結果
• 施策の行動目標を明確にし、理論とエビデンスに基づく施
策を立案・実施し、各目標にあった指標を測定した。

• 若年層へのアプローチは、行動変容ステージ、各年代の発達
段階などを考慮し、行動目標を明確にすることが望ましい。

8-9 「計画的行動理論」を用いた運転免許センターでの啓発

10 エビデンスに基づく対話促進を目指した音楽フェス

11-14 行動変容ステージモデルに基づく年代別の介入施策

3. 学校教育に対する取組 • 中学校道徳の教科化により、約60%が臓器移植の授業を
実施し、満足度・継続意図は約90%であった。

• 補助資料に対するニーズが高く、情報を一元化したサイトの
作成とコンテンツの充実を図っている。

• 中学校、高校、大学、社会人に至るまで連続的に，移植
医療を通して生命について自分コトとして考える機会を提
供する環境整備が必要。

15-19 中学校道徳における臓器移植教材の実施状況

20-22 資材の活用状況

23 小学校から大学までの接続教育

4. 海外の取組と日本の課題 • 国を超えて意思決定・意思表示に重要な因子は、家族と
の対話経験、不安が低く、コミットメント・誇りが高いこと。

• 日本の課題は
① 「YESの推奨」をメッセージすることが難しい。
② 臓器提供は「誇り」であるという規範が醸成されていない。
③ 各地域で人々のコミットメントを高める施策が十分でない

(情報提供中心)。

24-25 意思決定・意思表示の国際比較

26-31 スペイン、米国、豪州の取組

32 海外と比較した日本の課題
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家族の意思決定を助ける→日頃の対話、態度決定、意思表示を促す

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.114

ご家族の誰かが
脳死と判定され，
その方が臓器
提供の意思を
書面に表示をし
ていた場合，そ
の意思を尊重
する人は、国民
の87%（内閣府
世論調査, 2017）

移植啓発の目的

円滑に進むことで
臓器提供数の増加
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移植啓発の課題とその解決方法

 知ってほしい？
 共感してほしい？
 意思決定してほ

しい？
 意思表示してほ

しい？
 家族と話してほし

い？

目的が不明確

 どのような知識を必要
としているのか調査し
ている？

 一方的に知識提供し
ていない？

 理論に基づいてる？
 Evidenceに基づいて

る？

内容がアイデアベース

 Output(参加者数、
配布数)だけではなく
outcome(態度・行動
の変化)測定してる？

費用対効果を測定し
ている？

適切な評価している？

活動の評価が乏しい
多くの現実･･･

 市民全員？
（不可能）

 若年層？
 無関心層？
 関心層？
 意思決定

層？

対象が不明確

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.347-351

科学的根拠に基づく啓発活動(EBE)を行う
（Evidence Based Enlightenment activities）

1. 情報伝達から「行動変容」へ
2. 意思表示行動メカニズムに基づき介入施策を立案する
3. 介入施策の効果を測る
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科学的根拠に基づく行動変容の促進

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.357

目標・対
象設定

影響
因子の
調査

介入方法
策定

実装と
測定

分析・
評価

フォロー
アップ

行動変容望ましい行動ができていない状態

行
動
課
題

課
題
解
決

学
際
的
な

行
動
科
学
理
論

個人レベルの行動理論
 レスポンデント条件づけ，オペラント条
件づけ

 動機付け理論
 認知的不協和理論
 健康信念モデル
 トランスセオリティカルモデル・行動変容
ステージモデル

 合理的行動理論・計画的行動理論
 防護動機理論
個人間における行動理論
 社会的認知理論
 ソーシャルネットワーク理論
 ソーシャルサポート理論
 認知的均衡理論
 対人行動理論
コミュニティ・グループにおける行動理論
 社会関係資本論
 イノベーションの普及理論
 システム思考
行動経済学
 プロスペクト理論
 ヒューリスティック
 選択アーキテクチャ（ナッジ）
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意思表示行動メカニズムに基づいた施策の立案と評価
鍵は以下の点
①臓器提供について家族と話す機会、②正しい知識を得て誤解に由来する不安がな
くなる、③意思表示の価値を感じ、他者・大切な人から評価されていると感じること

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.336-339

【行動】
 意思表示率
 意思表示行動変容ステージ
【影響を与える重要因子】
 対話率
 不安の程度
 意思表示の価値の認識度
 行動に影響を与える知識の

正解率

成果指標

行動変容ステージ
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目的と連動した成果指標を設定する（代表的な10問・5問）
次元 10項目 5項目 質問 回答選択肢

成
果
変
数

行動変容
ステージ ● ● あなたは，今，『臓器提供の意思表示』について，

どの段階にいますか。一つ選んでください。

1. 関心がない
2. 臓器提供やその意思表示に関心はあるが、まだ具

体的には考えていない
3. 臓器提供やその意思表示に関心はあり，考え中
4. 臓器提供にYES/NOは決まった，意思表示するまで

はまだ考えていない
5. 意思表示をしようと心に決めたが，まだしていない
6. 意思表示をしている
7. 意思表示したことを，家族や友人に共有している
※5段階の場合、「1.関心なし, 2.関心あり, 3.意思決定
した, 4.意思表示している, 5.家族に共有している」

過
去
経
験

家族との
会話 ● ● 死後の臓器提供や意思表示について、家族と話し

合ったことがありますか

1. 一度もない
2. 一度だけある
3. 数回ある
4. しばしばある

イ
メ
ー
ジ

誇り ● 臓器提供に対して誇りを感じますか 1. まったくそう思わない
2. そう思わない
3. あまりそう思わない
4. どちらともいえない
5. ややそう思う
6. そう思う
7. とてもそう思う

身近 ● 臓器提供を身近に感じますか

不安 ● ● 臓器提供に対して不安に感じますか
認
識

意思表示
の価値 ● ● 意思表示をしていれば家族に負担がかからないと

思いますか

知
識

脳死 ● 脳死になると回復することはない
1. 〇
2. ×
3. わからない

臓器提供
プロセス

● 臓器を取り出す際に複数の傷ができる（誤）or 
お身体はきれいな状態でかえってくる（正）

● ● 臓器提供後のお身体は3～6時間で家族のもとに
かえってくる

意思表示 ● 意思表示は書き直しできる

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.347-351
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前回の資料（３）都道府県の取組紹介
「臓器の移植に関する法律」（抄）
第３条 国及び地方公共団体は、移植医療について国民の理解を深めるために必要な措置を
講ずるよう努めなければならない。
○長崎県の取組
・長崎県移植医療推進協議会の設置
長崎県が平成26年度特別地域支援事業に採択された
ことを契機に設置
委員は臓器移植施設、臓器提供施設、アイバンク、
組織バンク、長崎県、県臓器移植コーディネーター、
移植医療に関する学識経験者、県医師会、
民間団体等で構成し、県知事が委嘱する。
年2回開催

・意思表示の確認
県でパンフレットを作成、各医療機関に送付。

・臓器移植普及推進月間のグリーンライトアップ
（令和２年度）長崎庁舎、稲佐山、風頭公園龍馬像

長崎みなとメディカルセンター

○京都府の取組
・ 「MUSUBU実行委員会」の設置

https://www.musubu-syvp.com/musubu
移植啓発に関わる行政、医療機関、市民団体、大学の連携組
織がハブとなり、地域ネットワークを形成して市民が一体となって参
画する仕組みを構築。また、行動科学に基づく啓発EBE 
(Evidence Based Eenightment Activities) を展開している。

・運転免許センターでの啓発
オリジナルのポスター掲示と意思表示カード配布。
（取組みの研究結果を学会で発表、優秀賞受賞。）

・「MUSUBU」開催 https://www.musubu-syvp.com/
平成30年度(MUSUBU2018)は、
第20回臓器移植推進国民大
会（こどもから大人までが楽しく
移植を知るイベント432名参
加）、および関連行事（京都
駅大階段での音楽フェス870名
参加）を開催。
令和元年度は、MUSUBU2019
として、グリーンライトアップ、移植
医療科学館、サイエンスカフェ、
いのちの授業、親子でアルバムづ
くり、就活×社会課題解決セミ
ナーなどを開催。
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「計画的行動理論」を用いた運転免許センターでの啓発
命の責任を担う覚悟した日に「意思表示の価値」を気づかせる

①大切なことと認識する（行動への態度）
②きっとまわりの人もよいと思っているんだろうなと思う（主観的規範）

運転免許試験場で，オリジナルポスター掲示

瓜生原, 日本移植学会(2020)にて報告

計画的行動理論

P.８



「計画的行動理論」を用いた運転免許センターでの啓発
試験合格者に、免許交付までのお守り型の意思表示媒体「御守カード」を配布

ポスターで存在を気づかせる

【結果】
第一種普通自動車運転免許を新規取得する444名を対象にアンケートを実施、51名(11.4%)が回答。
 80.4%がポスターを見ていた。見た人の56.1％が意思表示の意義を感じたと回答した。
 11.8%が「御守カード」に意思表示した。

③ 「一度書いてみる」ことで、
自分の意志で行動をコントロールできると感じさせる

瓜生原, 日本移植学会(2020)にて報告

P.９



エビデンスに基づく対話促進を目指した音楽フェス（MUSUBU2018=第20回国民大会）

11

エビデンスに基づくコンテンツを盛りこんだ「対話」行動への変容促進により
 88.6%がFES後に家族と移植医療について対話
 提供について考え始めた人：54%⇒88%
 意思決定した人：32%⇒50%、意思表示：9.1%⇒40.9%

関心が
ない

関心を
もつ

話すと
決める

対話する

認知・知識
イメージカラーを見ることで，ある
事象の認知を促すことができる
（諸原他, 1995）

”緑”を会場内で
目立たせた

動機 関与の程度

講義にクイズを挿入することで，
学習者の学習意欲を喚起させ
た（佐藤他, 2015)

（三阪, 2003) （三阪, 2003) Skumanich & Kintsfather (1996)

知識提供をクイズ形
式，事前調査で質問
を絞る

タレントの好感度と商品への
関心との間に正の相関がみら
れた(牧野, 2007)

アーティストよる
移植に関するﾄｰｸ

直接体験を聞くことは対象理
解のよい機会(徳永他, 2011)，
援助規範が動機の一要因
（三阪, 2003）

移植待機者によるﾄｰｸ

「関与の程度」が行動を起こす
重要な介在要因(Skumanich & 
Kintsfather(1996)

全員が直接参加
できる非日常の企画

瓜生原, 日本移植学会(2019)にて報告

P.10

京都駅大階段
延べ870名参加



行動変容ステージモデルに基づく年代別EBE（MUSUBU2018=第20回国民大
会）

年代別に行動目標を定め、EBEを展開する
大学生になるまでに一度は意思決定をしておく！

【根拠となるevidence】
• 意思決定した人が意思表示をした割合は57%，意思決定していない場合は15%。
• 大学時点で意思決定していない人は67%。

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.352
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年代別の行動目標に基づくEBEの展開：園児（MUSUBU2018=第20回国民大会）

瓜生原, 日本移植学会(2020)にて報告

臓器提供に関して興味を持った時に、素直に自分の思いを伝えらえる素地をつくる

P.12



瓜生原, 日本移植学会(2020)にて報告

感謝の気持ちを具体的なカタチにする、命の大切さについて考える

P.13年代別の行動目標に基づくEBEの展開：小学生（MUSUBU2018=第20回国民大会）



瓜生原, 日本移植学会(2020)にて報告

P.14

主体的な学習で、自分の意思に向き合い、意思決定を試みた

年代別の行動目標に基づくEBEの展開：高校生（MUSUBU2018=第20回国民大会）



出版社名 教科書タイトル シェア 教材名 主な内容 学年 ページ
（実施月）

学校図書 輝け未来
中学校道徳

令和3
年から
休刊

大きな木 （物語調）絵本の抜粋を読み，自分の死後，
臓器が他人の役に立つのであれば提供したいの
かどうかを考える。

２ 200‐207
（２月）

教育出版 中学道徳
とびだそう未来へ

11.2％ 家族の思いと
意思表示カード

（物語調）提供の意思を示していた大学生の
両親の意見の相違から自分の意思を考える。

３ 126‐127
（２月）

日本文教
出版

中学道徳
あすを生きる

24.1％ 臓器ドナー 「臓器ドナー」 自分の場合には提供に肯定的で
あるが家族には否定的な新聞投稿を読み，立
場を変えて考える。臓器移植をめぐる２つの立場

３ 96‐99
（9月）

廣済堂
あかつき

中学生の道徳
自分をのばす

5.4％ ドナー 「ドナー」 上記と同じ投稿を読み，命はだれのも
のなのかを考える。臓器移植をめぐる２つの立場

３ 88‐90
（10月）

学研教育
みらい

中学生の道徳
未来への扉

9.4％ あなたの命は誰のもの 移植医療を６人の立場からコメントを掲載、考
えさせる

３ 146－149
（1月）

光村図書 中学道徳 きみがいち
ばんひかるとき

21.2％ つながる命 「つながる命」 6歳未満の女児の提供家族の手
記を読み，その家族の気持ち，命とは何かを考
える。新聞記事として掲載

２ 70‐72
（7月）

日本教科書 生き方を創造する 0.7％ 臓器移植をめぐる命と心 （随筆調）「臓器移植をめぐる命と心」 ３ 154－159
（12月）

○中学校道徳教科書一覧

＊東京書籍は、記載なし、付属資料としては存在〔シェア：28％〕

中学校における道徳の教科化（2019年度より）
7社の教科書に、臓器移植が「生命の尊さ」を学ぶ題材として掲載された

厚生労働科学研究費補助金 移植医療基盤整備研究事業
「小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発」
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※北海道、茨城、富山、徳島、福岡、長崎の全中学校1,461校にダイレクトメールを送り、回答を得た364名を対象
（以下は、そのうち実施した205名の回答）

2019年度56.4%、2020年度は60.7%で実施

中学校道徳における臓器移植教材の実施状況

厚生労働科学研究費補助金 移植医療基盤整備研究事業
「小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発」

P.16

満足度、継続行動
意図は高かった

補助資料に対する
ニーズあり



中学校道徳授業の情報源、資材の活用度

厚労省からの配布資料
 認知している：76.1%
 配布している：62.7%
 授業で活用している：23.6%
 今後活用してみたい：85.9%

厚労省の資料に関して(n=276)

厚労省冊子の活用意向86%、情報源は教科書会社・インターネットが多い

情報源 割合
教科書会社の資料 36.9%
他の教科の資料 3.6%
厚労省から配布されている資料 4.6%
日本臓器移植ネットワークHPの資料 22.1%
インターネットで検索して見つけた資料 27.2%
その他 5.6%

授業準備の情報限(n=205)

厚生労働科学研究費補助金 移植医療基盤整備研究事業
「小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発」

「どの情報を選んでよいかどうかわからない」という声あり
 情報を一元化したwebsiteの必要
 教科書会社へのアプローチも検討の余地あり

P.17



19

 移植を前面に出さない ←移植に関わるサイトは移植を推進しているのではという懸念を払拭
 サイトの名称，文章，写真：教育を前面に出す，親しみやすいイメージ

情報を一元化したwebsiteの作成
「生命の尊さ」を伝える広場 https://www.seimeisonchou.com/

厚生労働科学研究費補助金 移植医療基盤整備研究事業
「小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発」

P.18



行動変容段階別にコンテンツを構築
「生命の尊さ」を伝える広場 https://www.seimeisonchou.com/

←初めて授業を行う先生へ

さらなる工夫をお考えの先生へ↓

厚生労働科学研究費補助金 移植医療基盤整備研究事業
「小児からの臓器提供に必要な体制整備に資する教育プログラムの開発」

P.19



教育者の方へ：道徳教材セット「つながるいのち」
①マンガを使用した映像、②生徒用の冊子、
③教師用手引書〔指導案を含む〕）
＊2020年4月14日リニューアル

月間AV.：604 月間AV.：1,421

教育者向け資材の整備と活用状況（JOT）

JOT資料提供資料を改編

P.20

アクセス概要
 2020年5月12日時点
訪問者数：7,252人
 ページビュー数：17,061  PV
動画再生回数： 4,420回
※道徳教材キット「つながるいのち」ダウンロード数は計
測できませんでした



キッズサイト
＊2020年4月14日リニューアル

月間AV.：3,915 月間AV.：8,969

P.21

アクセス概要
期間：2020年4月1日～2021年3月31日
訪問者数：43,083人
 ページビュー数：98,774  PV
閲覧上位ページ：脳死と植物状態

臓器移植とは

教育者/若年層向け資材の整備と活用状況（JOT）

JOT資料提供資料を改編



【SNSの展開】
YOUTUBE／FACEBOOK／TWITTER

＜目的＞
臓器移植医療の情報を広く、国民に周知、普及啓発を図ると共に、個人が個人に情報や思いをつなげ、
個人の善意の基づく、個人の支援の機会の拡大を図る。

＜内容＞
SNSを活用することで、より広く臓器移植医療の情報（映像コンテンツ等を含む）を提供し、加えて大切な
人に情報や思いをつなげる。
特に、JOTでは個人の善意に基づく情報の拡大を形づけるため、シェアやいいね等のアクションによる情報や
思いがつながりやすいFacebookを中心に展開を進める。
また、2020年度より、厚生労働省のtwitter／Facebookとの協働をすすめ、より積極的な展開を進める。

 YouTube

 Facebook

 twitter(厚生労働省）

 Facebook(厚生労働省）

 開始時期：H23～
 チャンネル登録者数：約1,500人

 開始時期：H26～
 フォロワー数：約36,000人

 フォロワー数：
 約904,000人

 フォロワー数：約288,000人

コンテンツ
共有

情報発信と活用状況（JOT） P.22

JOT資料提供資料を改編



校 種 学校数 対象人口(人) 教科との親和性 JOT等の取組 今後の課題
小学生 19,738校

(国立：69,
公立:19,432,
私立:237)

生徒：630万
教員：34万

・道徳の教科化
（2018年度～）
・保健体育

・教育者向けセミナー
(2021年度~)
・出前授業
・JOTへの訪問学習

【命の大切さに触れる】
•地域、学校保健などの活用

中学生 10,222校
(国立：70,
公立:9,371,
私立:781)

生徒：321万
教員：24,7万

・道徳の教科化
（2019年度～）

・理科〔脳死/植物状態〕
・社会科 〔４つの権利〕
・保健体育
・総合の学習

・中学3年生対象の小
冊子配布【厚労省】
・教育者向けセミナー
・教育者向け資材
・出前授業
・JOTへの訪問学習

【多面的に考え、家族と話す】
•中学全校における道徳授業の
実施（移植医療の専門家で
はない教諭への支援の充実）

•高校・大学への接続を意識し
たカリキュラムマネジメント

高校生 4,887校＊
(国立：15,
公立:3,550,
私立:1,322)

*全日制、定時制のみ

生徒：309万
教員：23万

・保健体育
・公民(2022年度~)
・生物
・総合の学習

・出前授業
・JOTへの訪問学習
・ボランティアでの取組

【主体的に学び、意思決定を試
みる】
• PBLへの組入れなどで生徒の
主体的な学びを支援

• SDGs教育と関連づける

大学生
(専門学生
含む)

795校
(国立86,
公立94,
私立615)

(医療系:13%, 
理・工・農: 21%, 人文
社会・その他: 67%)

生徒：290万
教員：40.8万

・一般教養
・生命倫理
・医事法
・医療関連科目
・探究活動(ゼミなど)

・出前授業
・自動車教習所・運
転免許センター・成人
式でのパンフレット配布

【意思表示媒体と向き合い、記
入する】
•一般教養、SDGs教育への組
入れ

•免許証、保険証に初めて触れ
る機会を活用する

•伝える側になる

データ参考：ナレッジステーションの学校データ（令和2年度） (gakkou.net)
【2020年最新版】高校に関する統計まとめ（高校の数・教員数・職員数の推移） (education-career.jp)
文部科学統計要覧（平成30年版）：文部科学省 (mext.go.jp)

中学校，高等学校，大学，社会人に至るまで連続的に，移植医療を通して
生命について自分事として考える機会を提供する環境整備が必要

P.23

（日本学術会議臨床医学委員会移植・再生医療分科会：提言「我が国における移植医療と再生医療の発展と普及」，2020）

https://data.gakkou.net/
https://education-career.jp/magazine/data-report/2019/high-school-numbers/
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/1403130.htm


意思決定・意思表示に関する国際比較調査結果(1)

行動の有無に影響を及ぼす因子
※有無群に統計学的有意が認められた項目に●

関心をもつ
（4か国）

意思決定
（4か国）

意思表示
（2か国）

家族との対話経験 ● ● ●
寄付の経験 ●
コミットメント（考える時間） ● ●
ポジティブイメージ（社会に良いこと，身近，家族など） ●
ネガティブイメージ（不安，怖い）なし ● ●
正しい知識 ●
提供に対するポジティブな認識 ●
提供に対する不安がない ● ●
提供の価値の認識 ●
意思決定（表示）の価値の認識 ● ●
合理的考え（死後は有効活用してほしい） ● ●
誇りに感じる ● ●
自己犠牲
「脳死が人の死」という認識
宗教の信仰度

 家族との対話経験、不安の低減、コミットメント、誇りが重要
 「脳死が人の死」という認識、宗教の信仰度の影響は認められなかった

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.298-311

※対象：スペイン・フランス（opting-out）、イギリス・ドイツ（opting-in）、意思表示の2カ国とはopting-inの2カ国、各312例の一般を対象とした調査結果

P.24



意思決定・意思表示に関する国際比較調査結果(2)

行動の有無に影響を及ぼす因子 イギリス
(n=312)

ドイツ
(n=312)

フランス
(n=312)

スペイン
(n=312)

日本
(n=10,000)

人口百万人あたりの臓器提供者数（2019年） 24.9 11.2 33.3 49.0 1.0
家族と話した経験（％） 62.2 72.1 72.1 80.1 35.4
知識10問の正答率（％） 44.0 46.9 47.0 42.6 51.8
「脳死は蘇らない」の正答率（％） 56.1 56.7 51.3 40.7 58.7
「植物状態は回復する可能性がある」の正答率（％） 30.8 24.0 19.9 36.2 73.0

臓器提供は「不安」を感じている人（％） 48.1 47.8 47.8 27.2 60.7
臓器提供へ「誇り」を感じている人（％） 69.5 46.5 61.6 74.4 31.4

「臓器提供は家族の誇り」と思っている人（％） 59.9 45.5 53.6 69.3 5.7

「意思決定は重要」と思っている人（％） 66.3 68.3 73.0 73.1 76.3

「脳死が人の死」と思っている人 48.3 51.9 49.9 52.5 44.3
自己を犠牲にして人を助ける必要があると思っている人(%) 42.3 35.6 33.1 51.6 41.3
宗教を信仰している人（%） 40.1 34.3 32.4 52.2 該当なし

日本は
 知識レベルは他国と同様（むしろ正解率は高い）
 家族との対話経験・誇りの認識が低く、不安の認識が高い

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p.298-311

※日本は異なる時期の調査結果（間接比較）

P.25



海外の啓発事例（スペイン/opting-out）
移植者が「誇り」をもって移植のすばらしさを伝えている

OCATT資料

P.26



海外の啓発事例（スペイン/opting-out）
臓器提供が多い（世界一）ことを積極的にマスメディアを通して発信している

⇒国民の「誇り」につながっている

OCATT資料

P.27



海外の啓発事例（スペイン/opting-out）
多様なコミュニティにおいて対話を行い、コミットメントを高めている

バルセロナ病院があるカタルーニャ地区では、病院周辺の高校を対象としたプログラムを実施。
毎週15名ずつ高校生が病院を訪問し、4時間の移植医療に関する講義のほか、移植患者との対話をしている。
毎年1,000名以上が体験し、移植医療が日常の話題になっている。同地区の提供意思は85%と他地域より高い。

OCATT資料

P.28



海外の啓発事例（スペイン/opting-out）

YESを推奨するメッセージが主流である

提供YESと言おう！

もう考えないで
ドナーになろう！

OCATT資料

P.29



海外の啓発（米国/opting-in）
YESとサインすることを（社会的責任と）推奨している

「ドナーはヒーロー」とメッセージし、臓器提供を「誇り」とする社会規範を形成している

SECOND CHANCES/DONATE LIFE CALIFORNIA
（2019カンヌライオンズPR部門 ゴールド受賞）

カリフォルニア州の警察とのタイアップ。
ドライバーが軽微な違反をした際に、警察は免許証を確認する。
ドナー登録をしていた場合は実際のチケットの代わりに警告で済
むセカンドチャンスチケットを渡す。「他の人の人生にセカンドチャ
ンスを与えているあなたにも、セカンドチャンスをあたえましょう」とい
う文脈でドナー登録者を称える。
前年から38%増の110,609人の新規ドナー登録。カナダにも拡大。

P.30

ドナーは
ヒーロー



海外の啓発（豪州/opting-in）
ドナー登録、家族との対話促進を目的としている

国民の約70%が臓器/組織ドナーになる意思を持っているが、
登録している人は33%。登録している人でも、家族に伝えて
いないという課題に直面し、「家族との対話」に注力している。

P.31

家族と話そう！

7月下旬～8月初旬の
「Donate Life Week」で、
登録の促進に注力

ドナー登録しよう！



海外と比較した日本の啓発の課題
① 「YESの推奨」をメッセージすることが難しい
② 臓器提供は「誇り」であるという規範が醸成されていない
③ 各地域で人々のコミットメントを高める施策が十分でない(情報提供中心)

P.32

瓜生原(2021)『行動科学でより良い社会をつくる』p. .336-339

不安を低減し、誇りを醸成し、コミットメントを高めるEBEが必要
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